
　 　

　　●財政状況等　

　

　　　

　　

　 平成３０年度鬼北町水道事業決算は、令和元年９月２６日に開かれた令和元年第３回鬼北町議会
定例会で認定されました。決算の概要は次のとおりです。

　
　平成３０年度決算状況は、収益的収支は総収益４０８，８２４千円で、うち給水収益（水道料金収
入）などの営業収益が２６６，２６０千円、他会計補助金、雑収益などの営業外収益が１４１，９０７千
円となっています。一方、配水及び給水費、減価償却費などの総費用は３２２，３０７千円で、総収益
から総費用を差し引いた当年度純利益は８６，５１７千円となり、前年度繰越利益剰余金６４２，２６４
千円、処分済利益剰余金８４，９４１千円を合わせ、当年度未処分利益剰余金８１３，７２２千円を計
上しました。

　また、資本的収支については、他会計負担金、工事負担金などの収入が６０，９６３千円に対し、建
設改良費、企業債償還金及び開発費の支出が２４６，３０２千円で、差引収支不足額１８５，３３９千
円は、減債積立金２０，０００千円、建設改良積立金 ３０，０００千円、過年度分損益勘定留保資金
９，４８８千円、当年度分損益勘定留保資金９０，９１０千円、及び繰越利益剰余金３４，９４１千円で
補填しました。

　施設管理面では、７月に発生した豪雨災害により６ヶ所の配水区で断水等の被害が発生しました。
断水戸数については約２４０戸、約５００人が影響をうけました。被災原因としましては、増水による
道路崩壊に伴う給配水管の破損。橋梁落下による給配水管の破損。水源池取水口の土砂埋没と
なっております。復旧までの対応として、給水車による給水支援、ペットボトル配付を実施しました。
松山公営企業局から職員２名・給水車１台の援助があり、早期の復旧となりました。
また、１２月から１月にかけては降雨が少なく、水源池の水位が大幅に低下したため、導水施設・浄
水施設の自動運転が不能となり、水位水量を確認しながら手動運転を行うことで、給水制限を回避
しました。
事業面では老朽化した給配水管の布設工事を実施し、水道水安定供給の対策を実施しました。
　

　給水人口は 9,962人、給水栓数は 4,907件、当年度総配
水量は1,469,286トン、当年度有収水量は995,387トンで有
収率は、67.8％となりました。

　

 　　●給水状況　　　　
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金　　　　　　額 金　　　　　　額

4,873,502,361 1,979,666,582
4,873,502,361 1,974,666,582

75,687,069 5,000,000
78,111,088 223,235,211

4,374,682,068 213,207,003
326,548,246 3,154,418

340,325 6,821,945
386,665 51,845

17,746,900 1,538,417,512
208,038,663 4,010,267,882
205,361,997 3,247,092,304

2,404,446 111,767,408
272,220 651,408,170

0 △ 2,471,850,370
0 △ 1,841,045,640
0 △ 64,593,378

△ 566,211,352

3,741,319,305

471,616,471
471,616,471
868,605,248
12,923,149
12,923,149

0
0

855,682,099
5,700,000

0
36,260,004

813,722,095

1,340,221,719

5,081,541,024 5,081,541,024

当年度純利益　　８６，５１７千円

利 益 積 立 金
建 設 改 良 積 立 金
当年度未処分利益剰余金

そ の 他 資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

流 動 負 債

剰 余 金

■収益的収支（単位：千円）

水道事業収益　 408,824千円 水道事業費用　 322,307千円

補 助 金
工 事 負 担 金

工事負担金収益化累計額
その他資本剰余金 収益化累計額

負 債 合 計

資 本 金
自 己 資 本 金

■貸借対照表（単位：円）

企 業 債
引 当 金

未 払 金
そ の 他 流 動 負 債

長 期 前 受 金

長期前受金収益化累計額

土 地

資 産 の 部 負 債 及 び 資 本 の 部

科　　　　　　目 科　　　　　　目

固 定 資 産 固 定 負 債
有 形 固 定 資 産

流 動 資 産

構 築 物
機 械 及 び 装 置 引 当 金

繰 延 収 益

補 助 金

補 助 金 収 益 化 累 計 額

建 物
企 業 債

車 輌 及 び 運 搬 具
器 具 及 び 備 品

工 事 負 担 金
現 金 預 金

貯 蔵 品
未 収 金

建 設 仮 勘 定

そ の 他 資 本 剰 余 金

資 本 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

繰 延 勘 定
開 発 費

前 払 金

資 産 合 計

資 本 剰 余 金

給水収益 

265,997（65.06％） 

その他営業収益 
263（0.06％） 

 

他会計補助金 

40,000（9.79％） 

 特別利益 
 657（0.16％） 

長期前受金戻入 
101,907（24.93％） 

配水及び給水費 
55,192（17.12％） 

    総係費 
19,694（6.11％） 

減価償却費 
194,443（60.33％） 

特別損失 

664（0.21％） 

支払利息等 
52,314（16.23％） 
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　 　対し、建設改良費、企業債償還金の支出が335,708千円で、差引収支不足額163,973千円
　

水道料金の払い込みについて

メーター検針のお願い

　水道課では、毎月初めに各家庭及び事業所等の水道使用
量の定期検針を行っております。
　水道メーターの設置場所は、配水管からの引込状況によっ
てそれぞれに異なっておりますが、メーターの設置場所付近
に飼い犬をつながれている場合は、検針員が恐怖を覚えたり
危険を感じる場合があります。
　そのため、検針ができなかった場合は使用者の方々の不利
益になる場合も考えられますので、犬を繋ぐ場所には十分配
慮いただきますようお願いいたします。

　　宅内漏水について

　 最近、宅内漏水が増えてきています。最初は少量でも、次第にその量が多くなり気付かずにいる
と思わぬ高い水道料金を支払わなければならないことになります。
　 また、長時間漏水が続きますと配水池の水が徐々になくなり、給水区域内が断水となる可能性
もあり、大切な水資源を無駄にすることにもなります。早期発見・早期修理をお願 いします。
　 また、長期不在の場合は、水道の止水栓を閉めることをおすすめします。
　 なお、修理費用は各自の負担となります。

　水道料金の支払いは、便利な口座振替があります。
　詳しくは、水道課にお問い合わせいただくか、町指定の金
融機関窓口に備え付けてあります口座振替申し込み書によ
り申し込みをしてください。

 
 
  お宅の水道メーター（量水器）がどこにあるかご存じですか。 
ご存じない方は、一度確認してみてください。 メーターボックス           
の中にある水道メーターのふたを開けると、右の写真のように 
なっています。                                                                  
 毎月点検する日を定めてメーターを確認すると、月々の使用          
水量や漏水の発生がわかります。 家中の水道の蛇口を全部 
しめた状態で、 水道メーターのパイロットマーク  (右の写真の 
矢印のところ） が回っている場合は、 どこかで漏水しているこ 
とになりますので、早めに鬼北町指定給水装置工事事業者に 
修理を依頼してください。 
 なお、漏水による使用水量の増加分にも水道料金がかかり 
ますのでご注意ください。 （不可抗力による地下漏水等の場 

合に限り、水道料金の減免が受けられる場合がありますので 
水道課までご連絡ください。） 
 

  ☆使用水量が多いと思ったら、 
       メーターをまず確認してみてください 

水道メーターの定期的な点検を！！ 
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　水道を使用もしくは中止する時や、新設等の工事をする場合は、早めの手続きをお願いします。

　　■ 水道の使用を開始（開栓）するとき　・・・・・・・・・・・・・・ 「水道使用申込書」の提出

　　■ 水道の使用を中止（閉栓）するとき　・・・・・・・・・・・・・・ 「水道使用中止届」の提出

　　■ 給水装置の新設、改造、修繕又は撤去するとき　・・・・ 「給水装置工事申込書」の提出　

　　■ 相続などで使用者の名前を変更するとき　 ・・・・・・・・・「水道使用変更届」の提出

　 ＜注意＞・・水道使用中止届の提出がなければ、いつまでも水道料金がかかります。

　

   　

　　*  防寒方法
　　　　　　・　水道管には、布切れや発泡スチロールなどの保温材を巻き付けます。　その上に
　　　　　　　ビニールテープなどを巻いて、保温材がぬれないようにしてください。
　　　　　　・　メーターボックスには、布切れなどを詰めると効果的です。

　　*  もし凍ってしまったら
　　　　　　・　自然に解けるのを待つか、凍った蛇口や水道管にタオルをかぶせて、

　　　　　　　その上からゆっくりとぬるま湯をかけてください。

　　　　　　　熱湯は絶対にかけないでください。破裂の原因となります。

　　*  万一破裂してしまったら
　　　　　　・　メーターボックス内のバルブ（止水栓）を閉め、水を止めてから鬼北町指定給水
　　 　　　　装置工事事業者に修理を依頼してください。（不明な場合は水道課までご連絡ください。）

 　※  メーターボックスより宅地内側の水道管が破裂した場合の水道料金及び修繕費
     は、各自の負担となります。
     　また、経年劣化・凍結破損による漏水は、減免措置がありますので、水道課まで
　　ご連絡ください。

　

水道メーターの取替えにご協力をお願いします☆

　

　 気温がマイナス４℃以下になると、水道管が凍ったり、破裂する事故が多くなります。 北向きの日陰や
風当たりの強いところにある水道管、また屋外にある水道管やメーターボックスは特に注意をしてくださ
い。
　本格的な寒波が襲来するまでに、早めに水道管の凍結防止対策をしましょう。

　
水水道メーター（量水器）は、使用水量を正確に計量するために定期的に取替えることが計量法で
義務付けられており、鬼北町では８年に１回取替えを行っています。
取取替え作業のため敷地内に立ち入らせて頂きますが、メーターが家の中や車の下にあるなど支
障とならない限り立会い頂く必要はありません。

1111111111111111111１１１１１１１１１１１１111～　取替えに費用は要りません　～

水道の使用開始・中止・工事をされる方は 

           手続きが必要です ！！ 
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